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ABSTRACT 
The purpose of this study was to investigate changes in the anxiety and self-efficacy of出ird-

year university nursing students before and after pre-clinical trai凶ngwith the participatory 

support of senior nursing students. Subjects consisted of 29 third-year university nursing 

students. Anxiety was assessed using the State-Trait Anxiety Inventory】FormJYZ. The 

evaluation of sel白血cacywas based on the nursing practice self-e妊icacyscore. The analysis was 

based on descriptive statistics and the Wilcoxon signed rank-sum test to compare ar立ietyand 

self-efficacy before and after pre-clinical training for nursing. The state anxiety score before pre-

clinical training was 49.6土 7.7points. compared to 40.5 :t 7.5 points after pre-clinical training 

(Z = -3.97. p < 0.05). The self-efficacy score before pre-clinical training was 78.9 :t 11.3 points. 

compared to 85.5 :t 11.7 points after pre-clinical training (Z = 4.45. p < 0.05). The students' 

紅lXietyabout pre-clinical training was reduced and their self-efficacy increased. by pre-clinical 

training with the participatory support of se凶ornursing students. These results suggest that 

pre-clinical training with the participatory support of senior nursing students would be useful in 

the basic education of nurses. (Accepted on August 27. 2014) 
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はじめに

看護学は実践の科学であり，その知識は，看護

を必要とする人に何らかの形で提供されてこそ，

その意義が実現されるため，看護学の学習には看

護を提供するための技能の習得が不可欠である1)

看護実践の場における技術の提供は，単に技術を

提供するだけでなく，対象の個別性を反映しし

かも対象の心理的側面に対しでも援助を実施する

必要がある.看護系大学における臨地実習は，学

生が将来看護職として患者の前に立ち看護を実施

する上で重要な位置づけであり.r看護の統合と
実践」の場である.そして，臨地実習は，看護基

礎教育の到達目標のひとつである「人聞を総合的

に理解できる能力をもつこと」を達成できる最も

有効な学習方法であるといえる2) しかし，本学

のカリキュラムでは2年次の基礎実習から1年余経

過した3年次後期から領域別実習が始まり，例年，

臨地実習前の学生は，様々な不安を抱えて実習を

開始していることが予測される.

石田ら3)は，実習に臨む看護学生の不安の強さ

について測定した結果.r不安がある」と答えた
者が全体の約9割であり，不安の強い順から.r技
術についてJ.r患者との接触J.r適切な記録物J.
「スタッフから受ける評価」であったと報告して

いる.また，最近の学生は対人関係を成立させて

いくことを苦手とする世代であり，患者，家族，

看護師や他の医療者といった多様な人との人間関

係が要求される臨地実習の場は，学生にとって不

安や過度の緊張を強いられる場でもある.そのた

め，臨地実習に対する不安を少しでも軽減するこ

とは臨床実習の効果を高めることにつながると考

える.また，安酸4)は，看護学生の実習を遂行し

ていく自己効力感を高めることで，実習という授

業に対する学習意欲も高まると述べている.自己

効力感はB皿 dura5)によって提唱された概念であ

り，自己効力感とは，積極的に課題に取り組むと

いうような認識を意図的に働かせることであり，

この自己効力感が行動の開発や学習への自信や意

欲を促すと述べている.自己効力感は，自分で実

際にやって体験してみること(成功体験).他人

の成功や失敗の様子を観察することによって，代

理性の経験を持つこと(代理的経験).自分には

やればできる能力があるのだ，ということを他人

から言葉で説得されたり，社会的な影響を受ける

こと(言語的説得).自分自身の有能さや長所や

欠点を判断するより所となるような生理的体験を

自覚すること(情動的喚起)によって内発的に高

められていくものである6) 自己効力感の高い人

は，困難な状況において問題解決行動に積極的に

取り組み，自分の意思，努力によって将来に展望

をもったり，何事に対しでも努力しようという態

度へとつながる.そのため，実習前に実習で経験

することの多い技術訓練を行うことで，学生は，

“うまくやれそうだ"という自信をもち， 自己効

力感を高めることにつながると推察される. しか

し教員からの一方的な知識・技術の伝達という

一斉授業では，学習者は受動的に知識を伝達され

るため，学習者の内的動機づけが弱く，知識の定

着化が難しい7，8)ことが指摘されている.先輩看

護学生参加型の学習者間での相互作用による学習

法は，学習課題への理解が深まり，学習への意欲・

動機づけを高めることが先行研究9叫より示唆さ

れている そこで，先輩看護学生参加型の実習前

訓練を行うことで，代理的体験や言語的説得によ

り3年次看護学生の自己効力感の向上および不安

の軽減に影響を与えることが推察される.

本研究では.3年次看護学生を対象に，全ての

臨地実習を終了した4年次看護学生が学習支援者

として参加した，実習前訓練の訓練前後における

3年次看護学生の不安および自己効力感の変化を

明らかにすることを目的とした.

対象および方法

1.対象

A大学の医学部保健学科看護学専攻3年次生84

名のうち，実習前訓練に参加し，調査への同意の

得られた学生を対象とした

2.調査方法

1)実習前訓練の概要

臨地実習で実施することの多い「フィジカルア

セスメントJ.r包帯法J.r酸素療法J.r点滴管理J.
「血糖測定J.r胸腔ドレーンの管理J.rストーマ
ケアJ.rマッサージ」の8項目の援助技術につい
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て2日間実施する. 3年次看護学生をlグループ7~

8名に分け，各グループに先輩看護学生2名を配置

する.

2)先輩看護学生参加型実習前訓練の進め方

実習前訓練実施前に4年次生に対して，学習支

援者の役割を明確にするために以下の内容につい

てのオリエンテーションを実施した.その内容と

して.3年次生への技術訓練の目的および内容.4 

年次生の果たす役割として.3年次生が新しい考

え，理解，発想、を生み出す助けとなる質問を投げ

かけてみること，自分たちの実習体験を語ること

で3年次生の実習へのイメージづけを図ること，

実際の技術演習では，自分たちがデモンストレー

ションを行い，モデリング役割を果たすことなど

について説明した 4年次生がこれらの役割を果

たすために，事前に4年次生のみを対象とした技

術訓練を行い，繰り返し練習を行った上で実習前

訓練に臨んだ

実習前訓練では，はじめに先輩看護学生がデモ

ンストレーションを実施しながら，実施手順や根

拠・注意点について説明した後，各グループに分

かれ先輩看護学生の指導のもとグループごとに実

習前訓練を行う.教員は，先輩看護学生のフォロー

役として演習に参加した.

3)調査時期と調査方法

調査は無記名の自己記入式質問紙による調査と

した領域別実習が開始される約2週間前の夏季

休業中に実施した実習前訓練開始前に研究協力

の依頼書，同意書，質問紙を配布し，研究者が口

頭で調査を依頼した同意書による同意の得られ

た学生に対して，実習前訓練開始前と終了後に自

己記入式質問紙に無記名で記入してもらい，その

場で回収した.

3.調査内容

1)基本的属性

基本的属性については，年齢，性別，居住環境，

相談者の有無，生活の多忙度，学習状況，学習時

間/1週間について回答を求めた.

2)臨地実習に対する不安

不安の評価は.State-Trait Anxiety Inventory-

Form JYZ(以下，新版STAIとする)を使用した

新版STAHま.SpielbergerらのSTAIを原版にし

て日本人向けに標準化した心理検査である.この

尺度は信頼性およぴ妥当性が得られているu

状態不安は，不安を喚起する事象に対する一過

性の状況反応であり，その時々により変化し，脅

威的であると知覚された場面では，状態不安の水

準は高くなるが，危険性が全くないかほとんどな

い場面では，状態不安は比較的低い.状態不安尺

度は，回答者が“今まさに，どのように感じてい

るか"を評価している.特性不安は，脅威を与え

る様々な状況を同じように知覚し，そのような状

況に対して同じように反応する傾向を表し，比較

的安定した特徴をもっていて，不安傾向に比較的

安定した個人差を示す.特性不安尺度は，回答者

が“ふだん一般にどのように感じているか"を査

定している.

尺度構成は，状態不安と特性不安それぞれ20の

質問項目である.状態不安尺度の回答は. 11.全
くあてはまらないjから 14.非常によくあてはま

るj. 特性不安尺度の回答は.11.ほとんどないJ
から 14.ほとんどいつも」の4件法で，評定値が

高くなるほど不安得点は高いことを示す.なお，

素点はただちに標準得点あるいはパーセンタイル

に変換することもでき，標準得点に基づいて不安

段階が区分される.段階4.5は高不安，段階1.2 

は低不安を判定するのが一般的である.

3)臨地実習自己効力感

本研究における臨地実習自己効力感は，学生が，

看護職者が行う実践の中に身を置き，看護職者の

立場で看護援助を行う過程において，看護実践活

動について「実践できそうだ」という個人の自信

(確信)を示す

自己効力感の評価は，水木ら12)が開発した「看

護実践活動に対する自己効力感尺度j4因子24項

目を用いた.この尺度は，第一因子「人間関係形

成技術j. 第二因子「基本的看護技術j.第三因子

「アセスメント技術j. 第四因子「ストレス耐性」

で構成され，信頼性および妥当性が得られている.

回答は.11.できないと思う」から 15.できると思
う」の5件法で，評定値が高くなるほど自己効力

感が高いことを示す.

4) 自由記述

不安や自己効力感が具体的にどのように変化し

たのか，学生の個性，冗長性，揺れ，多様性など

を帯びる表現を得るために，実習前訓練後の「思

い，気づき，学び」を自由記述にて回答を求めた.

4.分析方法

全ての項目に対して記述統計を行った実習前

訓練前後における不安と自己効力感についての
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表1 対象者の概要

項目 内訳

年齢

性別 男性

女性

居住状況 一人暮らし

家族と同居

相談者の有無 あり

なし

生活の多忙さ 思わない

少し思う

中程度思う

かなり思う

学習の状況 習慣化している

試験・実習前のみ

学習時間/1週間

比較には， Wilcoxonの順位和検定を行った統

計解析には， IBM SPSS Statistics 21を使用した

危険率5%未満を統計学的有意とした自由記述

の分析は，言葉の意味内容を解釈し，コード化を

行い，コードの意味内容の類似性・相違性に従い，

カテゴリ化した.

5.倫理的配慮

調査にあたり，対象者に目的および方法，研究

への参加は自由意志であること，調査協力の有無

や研究へ同意をした後で同意を撤回しでも何ら不

利益を受けないこと，成績には一切関係しないこ

と，個人を特定されないことを文書と口頭で説明

し，同意書，調査票への記入，提出をもって調査

への同意とみなした調査票の回答内容は本研究

の目的以外には使用しないこと，調査票は本研究

終了後に速やかに破棄すること，データの管理・

処理については外部に漏れることのないように細

心の注意を払うことについても説明を行った本

研究は，鳥取大学医学部倫理審査委員会の承認(承

認番号2180)を得て実施した

結果

1.対象者の背景

実習前訓練へ参加した31名のうち，調査表を

回収できた29名(男性4名，女性25名)から回答

n = 29 

度数 (%) mean土 SD ロun-max 

21.1 :t 2.4 20-33 
4 13.8 
25 86.2 

25 86.2 
4 13.8 

27 93.1 
2 6.9 

6 20.7 
11 38.0 
9 31.0 
3 10.3 

2 6.9 
27 93.1 

9.9土 7.2

を得た.対象者の概要を表lに示す.居住状況

は， 29名中25名 (86.2%)が一人暮らしであっ

た.相談者の有無については，相談者ありが27名

(93目1%)であり，学習の状況については，試験・

実習前が27名 (93.1%)であった

2.実習前訓練前後における不安

実習前訓練前後における不安得点を図lに示す.

実習前訓練前の「状態不安」の得点は，49.6:t 7.7 

(median 50.0)点であったが，実習前訓練後に

は， 40.5土 7.5(median 38.0)点であり， 司iJ品東後:

の得点が有意に低かった (z= -3.97， p < 0.05). 
実習前訓練前の「特性不安」の得点は， 46.7 :t 

8.1 (median 47ω 点であり，実習前訓練後は，

45.5士 7.2(median 46.0)点であり有意差 (z= 

-1.60， p > 0.05)はみられなかった.実習前訓練

前後における不安の5段階分類を図2に示す.実習

前訓練前では， I状態不安Jは，段階3の“不安が
普通である"の学生が44.9%と最も多くみられ，

段階4の“高不安"の学生が31.0%と約3割を占め

た.実習前訓練後には，段階2の学生が41.4%，

段階lの学生が24.1%と“低不安"の学生が約7割

を占める結果であった

3.実習前訓練前後における自己効力感

実習前訓練前後における自己効力感尺度得点

を図3に示す.自己効力感得点は，実習前訓練前
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* :p<O.05 

図1 実習前訓練前後における不安得点

実習前訓練前の状態不安得点、と訓練後の状態不安得点聞に有意差を認めた.

;; 
図2 不安の段階別回答分布
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実習前訓練前後における不安の5段階分類では，訓練前には段階4の“高不安"

の学生が約3割を占めたが，訓練後には段階1.2の“低不安"の学生が7割を占めた.

は78.9士 11.3(median 79.0)点であったが，実

習前訓練後は85.5:t 11.7 (median 88.0)点であ

り有意差 (2= 4.45， p < 0.05)がみられた実
習前訓練前後での下位因子においては.r人間関
係形成技術Jで実習前訓練前34.2:t 4.6 (median 
35.0)点実習前訓練後は37.l土 5.l(median 

37.0)点であり有意差 (2= 4.21， p < 0.05)が
みられた「基本的看護技術」は，実習前訓練前

16.2 :t 3.0 (median 16.0)点，実習前訓練後は

17.7 :t 2.8 (median 18.0)点であり有意差 (2= 
2.93. p < 0.05)がみられた「ストレス耐性」
は，実習前訓練前11.5士 3.3(median 12.0)点，

実習前訓練後は13.5土 2.9(median 14.0)点であ

り有意差 (2= 2.88. p < 0.05)がみられた「ア
セスメント技術」では，実習前訓練後は17.0:t 

2.9 (median 17.0)点，実習前訓練後は17.2土 2.9

(median 18.0)点であり有意差がみられなかった

(表2).

4.実習前訓練後の思い，気づき，学び(自由記述)

自由記述の分析の結果. (看護援助における目

的・根拠の重要性>. (実習に対するイメージの促

進>.(知識・技術・能力の未熟さへの気づき>， (知

識・技術が身についたことでの不安の軽減>， (実

習・学習に対する意欲の向上>， (自信をつけて実

習に臨む姿勢の向上>， (実習への期待・楽しみ>• 

〈新しい知識・技術の習得>. (繰り返し練習する
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前自己効力感得点

ホ p< 0.05 

後自己効力感得点

図3 実習前訓練前後における自己効力感尺度得点
実習前訓練前の自己効力感尺度得点と訓練後の自己効力感尺度得点聞に有意差を認めた

表2 実習訓練前後の自己効力感尺度の下位因子

実習前 実習後
中央値 中央値

Z p 

人間関係形成技術

基本的看護技術

ストレス耐性

アセスメント技術

35.0 

16.0 

12.0 

17.。

.000* 

.003* 

.004申

37.0 

18.0 

14.0 
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ことによる自信>， <楽しく学ぶことができた充実

感>， <患者を“知る"ことの大切さの再認識〉の

11のカテゴリが抽出された. <知識・技術が身に

ついたことでの不安の軽減〉では，知識が増えた

ことによる不安の軽減や技術の確認を行ったこと

による実習に対する不安が軽減したことが示され

ていた(実習・学習に対する意欲の向上〉では，

実習前訓練を行い自分の未熟さに気づいたこと

で，学習の必要性を感じ，学びたいという意欲が

高まったことが表現されていた. <自信をつけて

実習に臨む姿勢の向上〉では，頑張って勉強すれ

ば力がつくことを身を持って体験したことから，

自信をつけて実習に臨みたいとの思いが捉えられ

たく繰り返し練習することによる自信〉は，忘

れていたことを何度も繰り返し練習することで技

術が定着することを実感し，自信につながったこ

とが示されていた. <楽しく学ぶことができた充

実感〉では，先輩看護学生との技術訓練の中で，

*: p < 0.05 

和やかで楽しく演習ができたことや先輩看護学生

を身近に感じ演習しやすかったこと，楽しみなが

ら演習できたことが表現されていた.

考察

1.実習前訓練前後における学生の不安の変化

実習前訓練前後における学生の実習に対する不

安については， ["状態不安」は有意に低下したが，

「特性不安」では，有意差はみられなかった.こ

の結果から，実習前訓練を行うことで，慢性的に

感じられる変化しにくい性格傾向である「特性不

安」は変化しないが，ある特定の場面で感じられ

る不安である「状態不安」は軽減することが推察

される.実習前という学生にとって非日常的な状

況が，学生に不安をもたらしており，実習前訓練

を行うことによって不安の軽減につながったと

考えられる.また，不安の5段階分類では，実習

前訓練前には，段階4が31.0%と高不安の学生が
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約3割を占めたが，実習前訓練後には，段階2が

41.4%.段階lが24.1%と低不安の学生が約7割を

占め，学生の不安が軽減した.このことから，実

習前訓練を行うことで，学生の実習に対するイ

メージが促進され，知識・技術が習得できたこと

により不安の軽減につながったと考える.さら

に，先輩看護学生参加型の実習前訓練であったこ

とから，和やかで、楽しい雰囲気の中で技術訓練が

できたことや先輩の実体験を踏まえた学習支援に

より，学生が実習状況に対するイメージを図れた

ことが，不安の軽減につながったと推察される

米国ら 9)は，先輩看護学生参加型の技術演習で

は，自己の知識や技術に対する疑問を先輩看護学

生へ質問することで，自己の技術習得度の認識を

高めることができ，また，看護実践能力のレベル

に差がある学年を組み合わせた学習法は，看護技

術の理解・習得という課題を達成するために有効

であると述べている 自由記述の結果からも，先

輩看護学生参加型による実習前訓練を行うこと

で，先輩看護学生の実習体験の話を聞き，“実習

に対するイメージ"や“臨床現場で実践すること

のイメージづけの促進"を図れたことが捉えられ

た.また，実習前訓練をすることによって.<知識・

技術が身についたことで、の不安の軽減>. <新しい

知識・技術の習得〉を実感できたことで，不安の

軽減へとつながり，実習前訓練前後における「状

態不安」に変化が生じたと考える

2.実習前訓練前後における学生の自己効力感の

変化

実習前訓練における学生の自己効力感総合得

点，および，自己効力感の下位因子の「人間関係

形成技術J.I基本的看護技術J.Iストレス耐性」
得点は実習前訓練後に有意に高くなった 先輩看

護学生参加型の実習前訓練は，分からないことを

その時々に気軽に質問しやすく，スムーズに助言

が得られる状況であったことにより.3年次看護

学生がリラックスした状態で参加でき，学生の自

己効力感を高めることにつながったと考える.ま

た先輩看護学生との相互作用を通して具体的な

患者像や体験談を聞くことができ，実習へのイ

メージを持ち関心を寄せ取り組むことで，学習へ

の意欲・動機づけにつながったことが推察され

たこれらのことから，先輩看護学生参加型の実

習前訓練を行うことは，学生の実習前の自己効力

感を高める可能性を示すものと考えられた.

望月ら聞は，学生は，代理的体験として演習の

中で教員や友人の言動をみて学ぶこと，友人の学

ぶ姿勢，また，社会的説得として教員や友人とい

う他者からの励まし等が大きな影響力となり自己

効力感が高まると述べている.3年次看護学生は，

先輩看護学生を身近に感じることができ演習しや

すかったことや和やかに楽しく演習ができたこと

から，充実感を感じ，繰り返し練習することによ

る自信や実習・学習に対する意欲の向上， 自信を

つけて実習に臨む姿勢の向上につながったことが

考えられた.また，学生は，頑張って勉強すれば

力がつくことを身を持って体験したことから，実

習を頑張りたいという思いや学んだことを看護ケ

アに活かしていきたいなど，実習に対しての意欲

がみられた.このことから，先輩看護学生がモデ

ルを見せることで，これから実習に向かう3年次

看護学生にとって，実習前訓練が現実味をもって

伝わり，学生が自分たちも先輩のように成長して

いくことができるといった“期待"や，やればで

きそうだといった“自信"に影響を与えたことが

推察される.

3.先輩看護学生参加型実習前訓練の今後の看護

教育への示唆

先輩看護学生参加型の実習前訓練前後におい

て. I状態不安J.I自己効力感」ともに有意差が
みられ，実習前訓練の有用性が示唆された.江

本凶 lま，自己効力感の概念分析の研究結果におい

て，自己効力感を得ることで，与えられた課題を

達成する可能性が高くなる，達成に向けて努力す

る，似たような状況で行動の達成ができる，課題

に対する不安や恐れが低減するようになる， と述

べている.つまり，学生は，“できる"という自

己効力感の高まりによって意欲が高まり，課題の

達成を容易にするという相乗効果につながると考

えられる. したがって，臨地実習前の学生の不安

を軽減し，自己効力感を高めることは，学生が実

習目標を達成する上で重要であるといえる.その

ため，教員は，実習前に学生が繰り返し練習でき

る場の提供や先輩学生を交えた学習者間での相互

学習を促進することが重要である.また，学生が

成功体験を増やせるような経験をさせ自己効力感

を高めることができるように，学生のできている

部分を積極的に認め，称賛し，学生自身が“でき

た"“できそうだ"と成功体験や遂行行動への達

成感を認識できるように関わることが効果的であ
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ると考える

本研究は，実習前訓練の参加を前提としており，

夏季休暇中に施行したことから，学生の参加人数

が29名と少なく，学習や実習に対して関心が高く，

積極的な対象に偏った可能性が考えられる.その

ために実習前訓練に参加した学生の不安や自己効

力感の変化に影響がなかったとは言い難い しか

しながら，先輩看護学生参加型の実習前訓練前後

の不安・自己効力感の変化は，先輩看護学生参加

型の実習前訓練が看護基礎教育のーっとして有用

であることを示す結果と考えられる.本研究で得

られた結果をもとに，今後さらにサンプルサイズ

を増やし先輩看護学生参加型の実習前訓練の効

果を検討していくことが必要であると考える

結語

1.先輩看護学生参加型の実習前訓練前後におい

て，状態不安得点は有意に低下した.

2.実習前訓練後における不安の5段階分類では，

段階1，2の“低不安"の学生が約7割を占める

結果であった.

3.先輩看護学生参加型の実習前訓練前後におい

て，自己効力感尺度得点に有意差がみられ，下

位因子である「人間関係形成技術J，['基本的看
護技術J， ['ストレス耐性Jにおいて，有意に高

くなった.

4.先輩看護学生参加型による実習前訓練は，臨地

実習に対する学生の不安を軽減し，自己効力感

を高めることにつながり，先輩看護学生参加型

の実習前訓練が看護基礎教育のーっとして有用

であることが示唆された
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